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長い夏休みが終わり、学校生活が再開しました。ゆっくり体を休めることはできましたか？まだ

暑い日が続きますが、少しずつ秋へ向かう季節です。心と体のリズムを整え、新学期を元気にスタ

ートしましょう   ！ 

 

新学期は、体だけでなく心も疲れやすい時期です。 

「日を浴びる・よく食べる・よく寝る・適度に体を動かす」

この 4つを意識して、生活リズムの輪を作りましょう。保

健室は、けがや体調不良だけでなく、心の悩みについても利

用できます。気軽に話に来てくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月１日は「防災の日」 

9月 1日は関東大震災をきっかけに制定された防災の日です。 

夏休み中にも大きな地震が発生しました。そう遠くない

将来、関東でも大規模で強い地震が発生すると言われて

います。「防災の日」は、災害について考え、日頃の備

えを確認するための日です。 

もしもの時に備えて、避難場所や家族との

連絡方法、非常持ち出し品などを確認し

ておきましょう。いつ起こるかわからな

い災害から自分の命を守るために、今で

きることを考えてみましょう。 

 



9月 9日は「救急の日」 

 

「救急の日」は、救急医療や救急車の正しい利用について理解を深め、救急について考える日で

す。学校生活や日常生活の中では、転んで擦り傷を負ったり、突然体調を崩したりするなど、思いが

けないことが起こる可能性があります。そんなとき、周りにいる人が落ち着いて対応することで、

けがの悪化を防いだり、命を守ることにつながります。 

では、実際に周りの人がけがをしたとき、どのように対応すればよいか考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倒れた人を見つけたら、まず何をする？ 

目の前で人が突然倒れたら、誰でも驚いてしまいます。そんなときこそ、落

ち着いて行動することが大切です。まずは周囲の安全を確認し、倒れている人

に声をかけて反応を確認します。反応がなく、呼吸がない場合は、119 番通

報と AED を依頼し、胸骨圧迫を始めます。AED が届いたら、音声案内に従

って操作しましょう。心停止は、健康そうに見える人にも突然起こることがあ

ります。時間が経つほど助かる可能性は低下するため、「誰かがやってくれる」と待たず、その場に

いる一人ひとりが自分にできることをすぐに行うことが大切です。 

 

 

 
心停止から AEDまで 助かる可能性の目安 

1分以内 約 90％ 

3分以内 約 70％ 

5分以内 約 50％ 

10分以内 約１0％以下 

いざという時に慌てないため、 

基本の応急手当を知っておきましょう！ 

 


